
脳性麻痺児の実態把握に関する疫学研究（多施設共同後向き観察研究） 

実施のお知らせ 

 
公益財団法人日本医療機能評価機構の産科医療補償制度運営部では、東京大学大学院医学系研究

科公衆衛生学教室を主導として、「脳性麻痺児の実態把握に関する疫学研究（多施設共同後向き観察

研究）」を行っています。 
わが国の脳性麻痺の発症頻度に関わる報告はきわめて少なく、従来の統計では脳性麻痺児の全体

像を把握することはできないと考えられています。そのため、本研究では全国の複数の都道府県にお

いて、脳性麻痺児の診療・療育を行う医療機関の協力を得て、脳性麻痺の発症頻度や治療・療養の状

況、脳性麻痺発症の原因に関する研究を実施することを目的としています。 
また、脳性麻痺児とそのご家族への補償と原因分析・再発防止を目的として 2009 年に創設された

産科医療補償制度（http://www.sanka-hp.jcqhc.or.jp/）において、本制度の周知の効果検証を行い今

後の周知に生かすこと、および産科医療の質の向上の状況を把握することも目的としています。 
研究対象は、2004 年から 2013 年までに鳥取県、徳島県、栃木県で出生した脳性麻痺児です。本研

究では、鳥取大学医学部脳神経小児科学分野、徳島大学大学院医歯薬学研究部小児科学、国際医療福

祉リハビリテーションセンターなす療育園、自治医科大学病院小児科、獨協医科大学病院小児科なら

びに当機構で調査・集計された脳性麻痺児の性別、年齢、出生体重、週数、出生時の状況、脳性麻痺

の重症度、現在の治療・療養の状況の情報を、東京大学大学院医学系研究科公衆衛生学教室において

疫学的、統計学的に分析し、脳性麻痺児の障害程度別および年次別の発生頻度や発生に関わる要因を

明らかにします。 

データの受け渡しは形態に応じて電子メール、USBメモリ、CD-R等の記録媒体、郵送等の手段によ

りますが、電子媒体に関してはパスワードなどのセキュリティ対策を行います。なお、データについ

ては受け渡しの時点で匿名化されており、研究対象者の方の個人が特定できる情報は含まれません。 

研究結果については、東京大学大学院医学系研究科公衆衛生学教室より学会や学術論文等で報告

されることになっております。 
本研究にあたっては、当該施設、東京大学大学院医学系研究科公衆衛生学教室、鳥取大学医学部脳

神経小児科学分野、徳島大学医歯薬学研究部小児科学、国際医療福祉リハビリテーションセンターな

す療育園、自治医科大学病院小児科、獨協医科大学病院小児科と取り決めを交わして実施しておりま

す。また、本研究は当機構の研究委託費により実施されます。本研究に関し、開示すべき利益相反関

係はありません。 
なお、本研究につきましては、当機構の研究倫理審査委員会の承認を受けております。 
お気付きの点やご不明な点がございましたら、以下までお問い合わせください。 
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■お問い合わせ先 

公益財団法人日本医療機能評価機構 産科医療補償制度運営部 

電話：０３－５２１７－２３５７ 受付時間：午前９時～午後５時（土日祝日除く） 


